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賛美： 我をも救いし奇しき恵み、1 ＆２節（下を参照） 

 
おいのり（今日も生かされていることを感謝し、主の守りと導きを祈ろう。） 
 
おはなし「ハイデルベルク信仰問答書、問 61」  

         スパーリンク宣教師 
 
みなさん、こんにちは！CS の中高生科にようこそおいでくださいました。私が中

高生科を担当する時に、ハイデルベルク信仰問答書を学んでいます。今日もそう

したいと思います。 

 
前回は、使徒信条の解説の部分を終わった問答書の問 60 では、もう一度救いの

道を確認しました。それは信仰の心をもってキリスト・イェス様により頼むこと

によるのでした。今度もこれを確認するとともに、私たちの信仰、あるいは依り

頼む心についてとても大切なことを学びます。 
 
ではまず、問６１を交読しましょう。（下を参照）ここでは信仰の本質について

大切な教えがあります。「イエス様を信じなさい」とか、「イエス様に依り頼み

なさい」と、命令形で言われます。それで、信じると依り頼むのは、私のするこ

とになりませんか。それはその通りです。けれども、これは基本的に、完全な受

身となって、ただ「受け取ること」、「受け取って自分のものにする」と言って

います。もちろん、使徒信条にあるような中身を本当のこととして認めもします

が、これも、神様が聖書で、福音書で、これを真理として教えてくださるから、

外からいただくことになります。私たちが救われるのは、完全な受身となり、主

イエス様の恩恵、恵みを受け入れて救われます。すなわち、イエス様の十字架の

犠牲と復活の命が私のためだったことに心の目が開かれて、感謝に溢れながら、

「私は信じます！」と福音の招きに答えるわけですね。でも、次のようなことを

時々聞きませんか。「あなたに意思の自由がある。イエス様の福音があるけれど

も、このイエス様を受け入れて救われるか、拒否して救いから漏れるか、これは

あなたの意志によるよ。あなたが主役だよ。」と。有名な伝道者ビリー・グラハ

ム先生もよくそのようなことを述べていました。でも、これは聖書の教えとは違

います。信じる心を自分の意思で打ち出して救いを受け入れようとする行いは私

たち人間のできることではありません。霊的に死んでいる私たちにはそんなこと

https://youtu.be/c5Gf7uAdpRk


ができるはずはないのです。イエス様を信じる信仰こそが私たちを再び生かして

くださる神様の恵みの賜物です。エフェソの信徒への手紙２章８−９節を読んで確

認しましょう。「事実、あなたがたは、恵みにより、信仰によって救われました。

このことは、自らの力によるのではなく、神の賜物です。行いによるのではあり

ません。それは、だれも誇ることがないためなのです。」ですから、宗教改革を

起こしたマーチン・ルターも改革派神学をまとめたジャン・カルビンも、私たち

の救いは神様の一方的恵みによるのだと、と

ても粘り強く主張しました。 
 
確認しましょう。「信じなさい。そうすれば

あなたもあなたの家族も救われます」と使徒

パウロとバルナバはフィリピの看守さんに勧

めました。看守さんはこれを受け入れて洗礼

を受け、神様の救われた民に加わりました。

でも、そう信じた彼らは神様から信じる力を

与えられてそうされたのです。 

 
今日もお母さんが美味しいご飯を準備してく

ださって、食卓を囲む私たちに、素敵な笑顔

で、「さ、どうぞお召し上がりください」と

いうときに、あなたはどうしますか。「はい、

お母さん、ありがとう。いただきます。」そ

の場合はお母さんの努力に感謝して、文字通

り、完全な受身で必要な栄養が与えられます

ね。私たちがイェス様を信じ、「救い主とな

ってくださったイエス様、ありがとう！いた

だきます。」と同じですよ。 
 
では、感謝して、救いをいただこうではあり

ませんか！1 日の食事ではありません。永遠

の命の保障です。すごいですね！  
 
 
（けんきん）今日も献金をとっておいて、教会で再びお会いするときにまとめて 

   ささげましょう。 
 
賛美：  やさしい目が 1-3 節 （下を参照） 
 
お祈り（黙祷をもって神様が救ってくださることを信じて、感謝しましょう。） 

 
 





 


